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2019 月号5 願い
が叶
いま
すよ
うに

特集   まちの予算を見る　平成 31 年度一般会計予算

やすぎ平成物語 / 安来市職員募集 / 食育レシピ / 加納美術館だより /
たうんとぴっくす / ジョーホーの森 /10 連休の休業日

写真：尼子の里富田のひな流し（飯梨川河川敷）
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特集：平成 31年度一般会計予算

まちの予算を見る

特集：やすぎ平成物語
安来市職員募集

たうんとぴっくす

安来市出前講座

健康の窓

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

10連休の休業日（裏表紙）

　飯梨川河川敷で行われた「尼子の里富
田のひな流し」の様子。参加者は、ひな
人形に家族の健康や将来の夢などの願い
を込め、そっと水面に置いていました。
思いを乗せたひな人形がゆっくりと流れ
ていく様子を子どもたちはいつまでも見
守っていました。

撮影日／4月7日　場所／飯梨川河川敷

◀
平
成
最
後
の
市
議
会
定
例
会
議
で

施
政
方
針
を
話
す
近
藤
市
長
（
３
月
）

　間もなく「平成」という時代が終わりを告げようと
しています。皆様にとって平成はどのような時代でし
たでしょうか。
　４月１日の昼前には新たな元号「令和」が発表され
ました。この言葉には「明日への希望とともに、それ
ぞれの花を大きく咲かせることができる。そうした国
でありたい」との願いが込められ、新しい元号に決定
されました。未来に向かって発展していこうといった
ニュアンスが伝わってきます。
　今回の改元で注目したことがあります。日本古来の
万葉集から出典された言葉ということです。安倍首相
は出演したテレビ番組で、出典となった万葉集を「豊
かな国民文化と長い伝統を象徴する」国書とし、「人々
が心を寄せ合うなかで文化が生まれ育つ」という意味
が込められていると語っていました。
　安来市にも、古事記時代を含むいにしえから続く長
い歴史や、たたら製鉄によって独自に発展を遂げた文
化・産業があります。この地域の独自性はまちの「誇り」
でもあります。
　５月から「令和」という新たな時代に入りますが、
安来市もこの元号に込められた思いのように発展する
ことを願って止みません。連綿と受け継がれてきた地
域の誇りが土台となって、「令和」の時代に花が咲くよ
う気を引き締め、引き続き市政運営に取り組んで参り
ます。

信
長

短
市

別 刷　平成31年度市民支援制度一覧

願いを込めて
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３
月
31
日
付

け
で
森
井
優
教

育
委
員
が
退
任

し
、
新
た
に
小

村
修
司
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月
31
日

（
４
年
間
）。

2019 月号5

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

　

安
来
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
使
っ
た
新
た

な
グ
ル
メ
が
誕
生
し
、
３
月
25
日
に

完
成
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
の
は
安
来
ド
ジ
ョ
ウ
の

オ
ム
ラ
イ
寿
司
。
油
で
揚
げ
た
酢
飯

で
作
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
の
上
に
赤
ワ

イ
ン
で
煮
込
ん
だ
ド
ジ
ョ
ウ
を
添
え

た
一
皿
で
す
。
ド
ジ
ョ
ウ
や
卵
、
野

菜
な
ど
、
地
元
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
新
グ
ル
メ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
内
５
つ
の
店
舗
（
ゆ
う
心
、
中

海
の
郷
、
定
九
郎
、
安
来
苑
、
ど
じ
ょ

う
亭
）
で
数
量
限
定
で
す
が
、
予
約

不
要
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
研
修
棟
・
市
民
広
場
が
完
成

ド
ジ
ョ
ウ
を
使
っ
た
新
た
な
逸
品

▶
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
見
学
す
る
近
藤
市

長
（
右
）。
※
施
設
の
詳
細
は
次
号
以
降

の
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

　

安
来
庁
舎
の
南
側
隣
接
地
で
整
備

し
て
い
る
防
災
研
修
棟
と
市
民
広
場

が
完
成
し
３
月
25
日
に
竣
工
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
式
で
は
近
藤
市
長
が

「
中
心
市
街
地
の
核
と
な
る
事
業
が

全
て
終
了
し
ま
し
た
」と
あ
い
さ
つ
。

平
成
27
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
安
来

庁
舎
お
よ
び
周
辺
工
事
が
全
て
完
了

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
施
設
は
、
地
震
な
ど
の

有
事
の
際
に
は
一
時
的
な
避
難
場
所

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
備
蓄
倉

庫
や
非
常
用
発
電
機
の
ほ
か
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲完成発表会で行われた試食の様子。

美濃亮副市長

新
副
市
長
に
美
濃
亮
氏
が
就
任

新
教
育
委
員
に
小
村
修
司
氏

任
期
：
４
月
１
日
～
令
和
５
年
３
月

31
日
（
４
年
間
）

経
歴
：
昭
和
41
年
生
ま
れ
、
52
歳
、

京
都
大
学
法
学
部
卒
業
、
島
根
県
採

用
、
産
業
振
興
課
企
画
員
、
財
政
課

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
産
業
振
興
課

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
産
業
振
興
課

情
報
産
業
振
興
室
長
、
中
小
企
業
課

長
な
ど
を
歴
任
。

島根県知事選挙および島根県議会議員一般選挙
投開票結果（安来市開票区）
　平成 31 年 4 月 7 日執行の選挙結果は次のとおりです。

当日の有権者数 投票者数 投票率

知事選挙
男 15,446 人 10,561 人 68.37％
女 17,170 人 11,452 人 66.70％
計 32,616 人 22,013 人 67.49％

県議会議員
選挙

男 15,436 人 10,518 人 68.14％
女 17,168 人 11,400 人 66.40％
計 32,604 人 21,918 人 67.22％

投票結果

開票結果

候補者名（届出順） 得票数
しまだ二郎 10,986
山崎やすこ 1,462
丸山たつや 5,148
大庭せいじ 4,181
計（有効投票数） 21,777

無効投票 235
投票総数 22,012

候補者名（届出順） 得票数
藤原常義 6,090
かもと祐一 7,556
田中あけみ 8,006
計（有効投票数） 21,652

無効投票 266
投票総数 21,918

選挙管理委員会　☎ 23-3135

【知事】 【県議会議員】
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予
算
編
成
の
内
容

　

第
２
次
安
来
市
総
合
計
画
の
将
来

像
「
人
が
集
い
　

未
来
を
拓
く
　

も

の
づ
く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
た
施
策
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
ま
た
、
安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口

減
少
対
策
と
、
市
の
創
生
を
目
的
に

し
た
施
策
を
重
点
的
・
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
一

般
財
源
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

会 計 名 予算額 前年増減率

　一　般　会　計 23,973,000 △ 3.8

　特　別　会　計 13,832,550 △ 0.1

国民健康
保険事業 4,571,000 △ 1.9

後期高齢者
医療事業 1,033,000 △ 2.5

介護保険事業 5,115,000 1.9

電気事業 76,700 82.6

下水道事業 3,036,000 △ 1.0

母里財産区 600 0.0

井尻財産区 150 0.0

赤屋財産区 100 △ 33.3

合計 37,805,550 △ 2.5

（単位：千円・％）

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
と
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

ま
ち
の
予
算
を
見
る

よ
う
な
状
況
の
中
、
予
算
編
成
を
す

る
上
で
は
、
緊
急
性
や
重
要
性
な

ど
、
事
業
を
一
つ
一
つ
検
証
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
事
業
の
成
果
や
優

先
順
位
を
検
討
し
て
い
き
、
新
規
事

業
、
従
来
事
業
の
区
別
な
く
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

安
定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
て

　

地
方
財
政
は
、
平
成
の
大
合
併
か

ら
14
年
が
経
過
し
、
地
方
交
付
税
の

段
階
的
縮
減
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
厳
し
い
状
況
は
安
来
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
市
へ

の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
農
業
・
観
光

振
興
や
企
業
誘
致
、
定
住
対
策
に
は

引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
第
一
に
安
定
し

た
財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政

　

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
、
同
実
施

計
画
で
位
置
づ
け
た
取
り
組
み
を
確

実
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
進

め
る
こ
と
で
歳
出
の
適
正
化
、
将
来

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
市
の
保
有
す
る
公
共
施
設

は
、
維
持
管
理
の
方
法
で
今
後
の
負

担
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
最
適
な
維
持
管
理
、
運
営
を

行
え
る
よ
う
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成 31 年度予算総括表
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大型建設事業開始前と
おおむね同様の予算規模

◀大型建設事業が終了し、今年度は前年度
と比較して予算総額が減となっています。
　予算規模は縮小しているものの、引き続
き各事業の重要性などを検討していき必要
な施策を進めていきます。
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6.6%

交付金等
3.5%
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自主財源
　　34.6%
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65.4%

区　分 31 年度 前年増減

自
主
財
源

市税 5,251,174 71,746
分担負担金 256,642 3,425
使用手数料 435,129 △ 2,951

財産収入 18,687 576
繰入金 1,399,802 △ 57,400

諸収入等 932,816 133,990

依
存
財
源

地方譲与税 257,001 12,000
地方交付税 8,760,000 100,000
国庫支出金 2,302,545 △ 282,648

県支出金 1,585,511 5,018
交付金等 843,593 8,744

市債 1,930,100 △ 949,500
合　計 23,973,000 △ 957,000

歳入予算内訳 （単位：千円）

区　分 31 年度 前年増減
議会費 198,748 △ 7,302
総務費 2,488,829 △ 471,507
民生費 6,897,251 △ 324,100
衛生費 2,074,570 △ 79,115
労働費 162,281 △ 1,016

農林水産業費 1,472,961 67,315
商工費 877,895 △ 66,575
土木費 2,384,686 149,737
消防費 895,658 81,298
教育費 2,209,854 △ 363,167

災害復旧費 86,000 0
公債費等 4,224,267 57,432
合　　計 23,973,000 △ 957,000

歳出予算内訳（目的別）
（単位：千円）

平成 31 年度一般会計予算

歳入・歳出から見た予算

【用語】　民生費…高齢者・障がい者福祉対策、児童対策など
　　　　衛生費…予防接種、各種検診、ごみ処理など
　　　　公債費…借入金の元金・利子の返済など

【用語】　依存財源…国・県から定められた額を交付
　　　　されたり割り当てられたりする財源

　一般会計の当初予算総額は、対前年度９億 5700 万
円減の 239 億 7300 万円となりました。
　これは、小中学校の空調整備事業を前年度に前倒
しで行ったことや庁舎建設、防災公園整備等が完了
したことなどにより投資的経費（下表の総務費、教
育費等）が減となったことが主な理由です。
　一方で、歳入は市税では固定資産税や法人市民税

の伸びにより 1.4％増の 52 億 5000 万円余を見込ん
でいます。また、地方譲与税は、森林環境譲与税が
新設されたことにより、増を見込んでいます。市債は、
大型建設事業の完了により 33％減の 19 億 3000 万円
余となっています。
　今年度も引き続き、歳入に見合った歳出を基本と
した財政運営を継続していきます。

5 月号52019
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平
成
31
年
度
に

取
り
組
む
主
な
事
業

保
健
・
医
療
・
福
祉

●
乳
幼
児
健
診
事
業
　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
、
子

育
て
家
庭
の
育
児
不
安
の
解
消
お
よ

び
虐
待
予
防
を
図
る
た
め
乳
幼
児
健

診
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
３
歳
児
健
康
診
査

で
は
、
全
受
診
児
を
対
象
に
視
能
訓

練
士
に
よ
る
検
査
機
器
で
の
視
力
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

●
医
師
・
看
護
師
等
確
保
対
策
事
業

４
０
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
医
学
生
・

看
護
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
貸
与

に
加
え
、
新
た
に
薬
学
生
を
奨
学
金

貸
与
事
業
の
対
象
と
し
ま
す
。
医

師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
の
確
保
に
よ

り
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
１
０
０
万
円

　

子
ど
も
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か

 
51
億
８
０
０
０
万
円

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
医
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

●
安
来
市
親
子
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業

２
５
０
０
万
円

　

乳
幼
児
や
児
童
、
保
護
者
等
が
気

軽
に
集
い
、
遊
ん
だ
り
交
流
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、

親
子
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
や
遊

具
、
広
場
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
、
現
在
の

親
子
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
十
神
幼
稚

園
）
を
旧
城
谷
保
育
所
に
一
時
移
転

し
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

４
５
０
０
万
円

　

小
中
学
校
の
学
習
内
容
と
方
法
の

両
方
を
重
視
し
、
子
ど
も
の
学
び
の

過
程
を
質
的
に
高
め
て
い
く
た
め
、

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
年
次

子
育
て
・
教
育
・
文
化

 

47
億
７
０
０
０
万
円

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
指
定
文
化
財
保
存
修
理
事
業

１
６
０
０
万
円

　

市
内
の
島
根
県
指
定
有
形
文
化
財

お
よ
び
安
来
市
指
定
有
形
文
化
財

は
、
経
年
に
よ
り
傷
み
の
大
き
く

な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の

修
理
を
行
い
、
保
存
を
図
る
と
と
も

に
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
防
災
対
策
事
業

１
１
０
０
万
円

　

防
災
訓
練
の
実
施
、
資
機
材
の
整

備
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援
等
を

行
い
、
防
災
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
防
災
士
の
資
格
取

防
災
・
防
犯

 

９
億
３
０
０
０
万
円

産
業
・
観
光
・
雇
用

 

23
億
８
０
０
０
万
円

得
に
か
か
る
助
成
を
行
い
、
資
格
取

得
の
支
援
を
し
ま
す
。

●
機
械
器
具
購
入
事
業

１
億
円

　

13
ｍ
ブ
ー
ム
付
多
目
的
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
消
防
救
助
活
動
の
幅
を
大
き
く

広
げ
火
災
等
の
災
害
に
備
え
ま
す
。

●
観
光
施
設
整
備
事
業

１
５
０
０
万
円

　

安
来
市
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

▲子どもたちが健やかに成長できるよ
う子育て支援に力を入れます。

▼古刹清水寺は市内外からの観光客に人気です。

▲市役所安来庁舎南側の防災研修棟。
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化
し
た
公
営
住
宅
の
建
替
事
業
を
行

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
長
谷
津
団
地

建
替
事
業
の
調
査
・
設
計
を
行
い
ま

す
。

●
ご
み
収
集
事
業

１
億
５
３
０
０
万
円

　

一
般
廃
棄
物
の
円
滑
な
収
集
運

搬
、
地
域
の
清
掃
活
動
の
支
援
を
図

り
ま
す
。
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に

つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
が
設

置
す
る
集
積
場
の
整
備
費
を
補
助
し

ま
す
。

　

ご
み
収
集
の
効
率
化
お
よ
び
ご
み

減
量
化
を
図
る
た
め
、
分
別
の
手
引

き
を
改
訂
し
、
全
戸
配
布
を
行
い
ま

す
。

●
市
史
編
さ
ん
事
業

３
０
０
万
円

　

市
史
の
編
さ
ん
を
行
い
、
安
来
市

の
歴
史
等
を
正
し
く
か
つ
高
度
に
ま

と
め
、
総
合
的
・
学
術
的
な
基
礎
資

料
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
へ

の
誇
り
と
愛
着
が
も
て
る
市
史
と
な

都
市
基
盤
・
生
活

 

34
億
７
０
０
０
万
円

参
画
・
協
働
・
行
財
政

 

24
億
円

自
然
・
環
境
保
全

 

５
億
９
０
０
０
万
円

る
清
水
寺
の
参
道
入
口
の
歩
道
お
よ

び
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

●
就
農
・
定
住
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

５
６
０
０
万
円

　

受
け
入
れ
集
落
、師
匠
、農
地
（
施

設
）
に
加
え
、「
住
居
」
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
て
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
就

農
者
を
誘
致
し
ま
す
。
こ
の
仕
組
み

に
よ
り
、
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
と

定
住
を
促
進
し
、
園
芸
産
地
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

●
森
林
環
境
整
備
事
業

１
３
０
０
万
円

　

森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
す
る

事
業
で
、
間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い

手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普

及
啓
発
等
の
森
林
整
備
お
よ
び
そ
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森

林
資
源
の
適
正
な
管
理
の
両
立
を
目

指
し
ま
す
。

●
県
営
農
業
農
村
整
備
事
業

１
億
１
０
０
万
円

　

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
流
通
体
制

の
整
備
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
、
県
営
事
業
に
よ
り
農
業
生
産

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
安
来
港
飯
島
線
道
路
改
良
事
業

２
億
６
９
０
０
万
円

　

こ
の
路
線
は
市
内
を
東
西
に
連
絡

す
る
補
助
幹
線
道
路
で
す
。
沿
道
に

は
小
中
学
校
が
あ
り
、
通
学
路
と
し

て
多
数
の
児
童
・
生
徒
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
交
通
量
が
多
く
非
常
に
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
・
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
等

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
た
め
改
良
を

行
い
ま
す
。

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業

9
０
０
０
万
円

　

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
の
造
成
工
事

（
子
ど
も
広
場
（
半
面
）・
展
望
広
場
・

イ
ベ
ン
ト
広
場
・
駐
車
場
）
お
よ
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
必
要
な
備
品
の

購
入
等
を
行
い
ま
す
。

●
公
営
住
宅
整
備
事
業

３
４
０
０
万
円

　

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽

ふるさと寄付は有効に活用しています

　いただいた寄付金を平成 30 年度は以下の
事業などに活用しました。

・福祉医療費
・教育支援センター運営事業費
・小学校給食管理費　・小学校整備費
・中学校整備費　・ふるさと教育推進事業費

平成 31 年度一般会計予算

る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
台
湾
新
北
市
新
店
区
交
流
事
業

１
８
０
万
円

　

平
成
19
年
よ
り
交
流
を
続
け
て
き

た
台
湾
新
北
市
新
店
区
（
旧
新
店

市
）
と
の
交
流
を
進
め
ま
す
。
教

育
・
文
化
分
野
な
ど
相
互
訪
問
等
を

通
じ
て
、
国
際
交
流
協
定
締
結
に
向

け
た
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

●
広
域
連
携
事
業

１
２
０
０
万
円

　

産
業
振
興
を
は
じ
め
環
境
保
全
・

人
材
育
成
な
ど
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
圏
域
版
総
合
戦
略
の
推

進
等
を
行
い
ま
す
。

▲間伐が進められた山林。
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や
す
ぎ
平
成
物
語

５
月
１
日
、
新
元
号
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
安
来
市
の
「
平
成
」
の

で
き
ご
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

特集　
　
　
主
な
で
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
（
）
内
は
旧
市
町
名

市
の
人
口（
12
月
末
）

国
内
外
の
で
き
ご
と

安
来
室
内
水
泳
プ
ー
ル
が
完
成
（
安
来
）

老
人
保
健
施
設
「
コ
ス
モ
ス
苑
」
竣
工
（
伯
太
）

上
山
佐
小
学
校
校
舎
竣
工
（
広
瀬
）

第
１
回
は
く
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
を
開
催
（
伯
太
）

第
１
回
鷹
入
の
滝
ま
つ
り
開
催
（
伯
太
）

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
鎧
と
か
ぶ
と
作

り
に
挑
戦
（
広
瀬
）

花
嫁
花
婿
対
策
推
進
事
業
ス
タ
ー
ト
（
広
瀬
）

第
１
回
尼
子
一
族
全
国
大
集
会
（
広
瀬
）

４
９
，
３
４
６
人

消
費
税
開
始(

３
％

導
入)

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
壊

さ
れ
る

▼
オ
バ
タ
リ
ア
ン
・

セ
ク
ハ
ラ

大
韓
民
国
慶
尚
南
道
の
密
陽
市
と
姉
妹
都
市
縁
組
を

結
ぶ
（
安
来
）

広
瀬
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
（
広
瀬
）

近
畿
広
瀬
会
設
立
総
会
開
催
（
広
瀬
）

野
だ
た
ら
跡
の
調
査
（
野
だ
た
ら
と
椿
の
里
整
備
事

業
）（
広
瀬
）

株
価
の
暴
落
始
ま
る

東
西
ド
イ
ツ
統
一

▼
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
ル
・

バ
ブ
ル
経
済

安
来
能
義
郡
衛
生
組
合
の
し
尿
処
理
場
改
築

不
燃
物
の
四
種
類
分
別
収
集
が
始
ま
る

山
佐
中
学
校
校
舎
竣
工
（
広
瀬
）

「
嫁
来
い
観
音
・
婿
来
い
地
蔵
」
建
立
（
広
瀬
）

宇
波
を
震
源
と
す
る
Ｍ
６
・
０
の
地
震
が
発
生
（
広
瀬
）

松
江
地
方
気
象
台
観
測
以
来
の
大
型
台
風
19
号
が
直
撃

広
瀬
町
文
化
協
会
が
発
足
（
広
瀬
）

湾
岸
戦
争
勃
発

ソ
連
崩
壊

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

▼
…
じ
ゃ
あ
〜
り
ま

せ
ん
か
・
火
砕
流
・

紺
ブ
レ
・
若
貴

清
水
寺
本
堂
の
解
体
修
理
工
事
が
完
了
（
安
来
）

中
海
の
県
境
、
市
町
境
が
確
定
（
安
来
）

上
の
台
緑
の
村
開
村
（
伯
太
）

「
伯
太
太
鼓
」
設
立
（
伯
太
）

広
瀬
病
院
新
館
棟
完
成
（
広
瀬
）

ジ
ョ
ー
ホ
ー
・
ひ
ろ
せ
開
局
（
広
瀬
）

比
田「
牛
供
養
・
花
田
植
」が
46
年
ぶ
り
に
復
活（
広
瀬
）

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
成

立バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

▼
「
う
れ
し
い
よ
う

な
、
か
な
し
い
よ
う

な
」・
ほ
め
殺
し

不
燃
ご
み
の
処
理
施
設
・
高
尾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
穂
日
島
が
稼
働
（
安
来
）

Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

元号
西暦

平成元年
　1989 年

平成２年
　1990 年

平成３年
　1991 年

平成４年
　1992 年

※▼は各年の新語・流行語大賞受賞の主なもの

第２回戦国尼子フェスティバル復活した牛供養・花田植嫁来い観音・婿来い地蔵ハーモニータウン汐彩工事中古代出雲王陵の丘

▶
平
成
４
年
に
開

村
し
た
上
の
台
緑

の
村
。

▶
平
成
２
年
、
韓

国
密
陽
市
と
姉
妹

都
市
を
締
結
。

▼第２回はくたチューリップ祭
の様子。西日本最大級です。

◀金屋子神話民俗館オープン。

◀
鉄
の
道
文
化
圏
の
拠
点
と
な
る
和

鋼
博
物
館
が
平
成
５
年
に
オ
ー
プ
ン
。

▶
第
２
回
尼
子
一
族
集
会
の
様
子
。
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和
鋼
博
物
館
が
開
館
（
安
来
）

古
代
出
雲
王
陵
の
丘
、
な
ぎ
さ
公
園
竣
工
（
安
来
）

安
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
（
伯
太
）

広
瀬
町
農
林
漁
業
者
等
健
康
増
進
施
設
オ
ー
プ
ン

金
屋
子
神
話
民
俗
館
・
野
だ
た
ら
と
椿
の
里
竣
工（
広
瀬
）

４
８
，
１
０
７
人

▼
Ｊ
リ
ー
グ
・
サ

ポ
ー
タ
ー
・「
新
・

○
○
」

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
（
安
来
）

清
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成(

安
来
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
（
広
瀬
）

温
泉
公
園
（
広
瀬
温
泉
月
山
の
湯
）
オ
ー
プ
ン
（
広
瀬
）

国
道
４
３
２
号
「
駒
返
ト
ン
ネ
ル
」
開
通
式
（
広
瀬
）

大
江
健
三
郎
に
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞

▼
同
情
す
る
な
ら
カ

ネ
を
く
れ
・
ヤ
ン
マ

マ

さ
ぎ
の
湯
温
泉
新
泉
源
を
掘
削
（
安
来
）

新
広
瀬
町
発
足
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
（
広
瀬
）

道
の
駅
「
広
瀬
・
富
田
城
」
オ
ー
プ
ン
（
広
瀬
）

阪
神
淡
路
大
震
災

(

Ｍ
７
・
３)

発
生

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

JA
米
飯
加
工
セ
ン
タ
ー
完
成(

伯
太
）

第
１
回
や
す
ぎ
刃
物
ま
つ
り
を
開
催
（
安
来
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
（
安
来
）

花
ノ
壇
周
辺
の
整
備（「
侍
所
」の
復
元
）が
完
成（
広
瀬
）

「
出
雲
尼
子
を
興
す
会
」
設
立
総
会
（
広
瀬
）

入
浴
施
設
「
憩
い
の
家
」
オ
ー
プ
ン
（
広
瀬
）

「
布
部
公
民
館
・
加
納
美
術
館
」
譲
渡
式
（
広
瀬
）

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

▼
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
・

チ
ョ
ベ
リ
バ 

チ
ョ

ベ
リ
グ
・
ア
ム
ラ
ー

大
河
ド
ラ
マ
「
毛
利
元
就
」
放
映
開
始
（
広
瀬
）

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ
開
館
（
安
来
）

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
い
き
い
き
の
郷
は
く
た
」

完
成
（
伯
太
）

布
部
保
育
所
新
園
舎
竣
工
（
広
瀬
）

「
太
陽
と
み
ど
り
の
里
」
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
（
広
瀬
）

広
瀬
町
立
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校
が
開
校
（
広
瀬
）

消
費
税
が
５
％
と
な

る長
野
新
幹
線
開
業

▼
失
楽
園
（
す
る
）・

た
ま
ご
っ
ち
・
も
の

の
け
（
姫
）

安
来
道
路
開
通
（
安
来
）

一
般
国
道
４
３
２
号
広
瀬
バ
イ
パ
ス
（
広
瀬
町
＝
八

雲
村
）
開
通
（
広
瀬
）

消
防
組
合
に
は
し
ご
車
を
導
入
（
安
来
）

４
６
，
７
５
５
人

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催

「
コ
テ
ー
ジ
や
ま
び
こ
」
オ
ー
プ
ン
（
広
瀬
）

伯
太
町
役
場
・
新
庁
舎
完
成
（
伯
太
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
尼
子
苑
」
竣
工
式
（
広
瀬
）

東
海
村
Ｊ
Ｏ
Ｃ
臨
界

事
故

ISO
14001

を
認
証
取
得
（
安
来
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
分
譲
受
付
開
始
（
安
来
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
伯
寿
の
郷
」
竣
工(

伯
太
）

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト

三
宅
島
噴
火

平成５年
　1993 年

平成６年
　1994 年

平成７年
1995 年

平成８年
　1996 年

平成９年
　1997 年

平成 10 年
　1998 年

平成 11 年
1999 年

平成 12 年
2000 年

古代出雲王陵の丘太陽とみどりの里特別養護老人ホーム「伯寿の郷」イエローバスの運行

▲伯太町新庁舎の様子。現
在は伯太庁舎として利用。

▲夢ランドしらさぎがさぎの湯地区に開館。写真
は水着で入るバーデゾーンの様子。

▲広瀬町に開校した島根総合福祉
専門学校の校舎。超高齢化社会に
対応する福祉の専門化の養成が目
的です。▲月山の麓で掘削した新温泉を活用して月山の

湯・憩いの家がオープン。
◀
大
河
ド
ラ
マ
「
毛
利
元
就
」
の
放
送

で
月
山
富
田
城
跡
に
注
目
が
集
ま
り
ま

し
た
。
写
真
は
整
備
さ
れ
た
花
ノ
壇
。
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広
瀬
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
広
瀬
）

広
域
生
活
バ
ス
「
イ
エ
ロ
ー
バ
ス
」
運
行
開
始

鳥
取
県
西
部
地
震
発
生

▼
聖
域
な
き
構
造

改
革
・
明
日
が
あ

る
さ
・
狂
牛
病

ご
み
の
15
種
類
分
別
収
集
開
始
（
安
来
）

安
来
市
、
広
瀬
町
、
伯
太
町
の
森
林
組
合
合
併
　

し

ま
ね
東
部
森
林
組
合
発
足

第
２
回
尼
子
の
里
ひ
な
祭
り
開
催
（
広
瀬
）

文
化
学
習
施
設
「
は
く
た
文
化
学
習
館
」
開
館
（
伯
太
）

伯
太
町
合
併
50
周
年
記
念
式
典
開
催
（
伯
太
）

小
泉
首
相
が
訪
朝

▼
タ
マ
ち
ゃ
ん
・

Ｗ
杯
（
中
津
江
村
）・

ベ
ッ
カ
ム
様

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
開
館
（
安
来
）

ど
じ
ょ
う
振
興
課
新
設
。
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
う
初
出
荷

（
安
来
）

伯
太
大
橋
復
旧
工
事
竣
工
「
渡
初
め
式
典
」（
伯
太
）

ひ
ろ
せ
保
育
所
の
移
転
新
築
（
広
瀬
）

４
５
，
３
０
２
人

▼
な
ん
で
だ
ろ
〜
・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

小
学
校
・
保
育
所
の
再
編
成
。
新
生
４
小
学
校
、
４

町
立
保
育
所
・
児
童
館
の
体
制
に
（
広
瀬
）

総
務
大
臣
に
よ
る
官
報
告
示
に
よ
り
平
成
16
年
10
月

１
日
合
併
が
正
式
決
定

比
田
温
泉
湯
田
山
荘
改
築
工
事
竣
工
、
新
装
オ
ー
プ

ン
（
広
瀬
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
の
ど
自
慢
」
公
開
放
送
（
広
瀬
）

新
設
合
併
で
新
生
安
来
市
が
誕
生

ア
テ
ネ
五
輪

▼
チ
ョ
ー
気
持

ち
い
い
・
気
合

だ
ー
！
・
サ
プ
ラ

イ
ズ
・
○
○
斬

り
！
・
…
残
念
！
・

冬
ソ
ナ

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭
オ
ー
プ
ン

中
海
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
内
定

笹
刈
農
道
開
通

第
１
回
な
か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
を
開
催

JR
福
知
山
線
脱
線

事
故

愛
知
万
博
開
催

安
来
節
演
芸
館
竣
工

社
日
小
学
校
竣
工

や
す
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

豪
雨
に
よ
り
市
内
全
域
で
甚
大
な
被
害

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
野
球
が

世
界
一

▼
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
・

品
格

４
中
学
校
を
統
合
し
広
瀬
中
学
校
が
開
校

産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
設
立

合
併
３
周
年
記
念
「
市
の
花
・
木
・
鳥
・
魚
」
制
定

▼
そ
ん
な
の
関
係

ね
ぇ
・
ど
ん
だ
け
ぇ

〜
・
猛
暑
日

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
完
成

鷹
入
の
滝
が
環
境
省
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
定

４
３
，
５
０
３
人

地
域
振
興
券
「
あ
ら
え
っ
さ
振
興
券
」
発
売

金
屋
子
農
道
全
線
開
通

合
併
５
周
年
記
念
式
典
開
催

民
主
党
政
権
成
立

▼
事
業
仕
分
け

平成 14年
　2002 年

平成 15 年
　2003 年

平成 16 年
　2004 年

平成 17 年
　2005 年

平成 18 年
　2006 年

平成 19 年
2007 年

平成 21年
2009 年

▶
平
成
16
年
、
合
併
協

定
調
印
式
。

▶
平
成
14
年
、
は
く
た
文

化
学
習
館
が
開
館
。

▶
安
来
駅
に
オ
ー
プ
ン

し
た
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
。

▲平成 19 年、新広瀬中学校が開校。
▼合併一周年記念、第九コンサート。

▼「平成の名水百選」鷹入の滝。

▲平成 21 年成人式、平成元年
生まれの新成人。

平成
20年

平成 12 年
2000 年

ゲゲゲの女房役
松下奈緒さん来市 赤屋保育所の新築宇波地区の林野火災 鳥取県西部地震が発生
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大
き
く
発
展
を
遂
げ
た
平
成

の
安
来
。
新
た
な
時
代
も
市

民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す

く
、
ま
た
、
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し

て
、
次
世
代
に
ま
ち
づ
く
り

の
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

安
来
市
観
光
協
会
発
足

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
放
送
開
始

年
末
年
始
の
豪
雪
災
害

▼

ゲ

ゲ

ゲ

の

〜
・
イ
ク
メ
ン
・

AKB48

ジ
ョ
ー
ホ
ー
・
ひ
ろ
せ
定
時
放
送
終
了

道
の
駅
「
あ
ら
エ
ッ
サ
」
オ
ー
プ
ン

行
政
告
知
端
末
に
よ
る
放
送
開
始
。

ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
開
局
。

台
風
12
号
で
市
内
各
地
に
被
害

安
来
節
保
存
会
創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
開
催

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
竣
工

東
日
本
大
震
災(

Ｍ

９
・
０)

発
生

九
州
新
幹
線
開
通

▼
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
・
絆
・
ど
じ
ょ

う
内
閣
・
３
．
11

第
１
回
比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ
イ
ザ
ナ
ミ
祭
を
開
催

三
日
月
公
園
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ン

足
立
美
術
館
庭
園
が
10
年
連
続
で
日
本
一

東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
開
業

▼
ワ
イ
ル
ド
だ
ろ
ぉ

集
中
豪
雨
の
災
害

60
回
記
念
自
治
会
親
善
野
球
大
会

４
１
，
２
１
３
人

第
一
中
学
校
新
校
舎
竣
工

市
の
歌
「
愛
し
　

ふ
る
さ
と
　

安
来
」
が
完
成

新
安
来
市
発
足
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

安
来
市
名
誉
市
民
を
選
定

消
費
税
が
８
％
と

な
る

▼
カ
ー
プ
女
子

安
来
市
消
防
新
庁
舎
竣
工

安
来
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

認
定
こ
ど
も
園
へ
10
施
設
を
移
行

▼
爆
買
い
・
ト

リ
プ
ル
ス
リ
ー
・

一
億
総
活
躍
社
会
・

五
郎
丸

大
寒
波
襲
来
で
市
内
に
断
水
被
害

中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
拡
大

安
来
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
食
が
ス
タ
ー
ト

「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ

物
語
～
」
日
本
遺
産
に
認
定

熊
本
地
震(

Ｍ
７
・

３)
発
生

▼
神
っ
て
る
・
聖

地
巡
礼

小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
全
て
設
置
完
了

新
安
来
庁
舎
が
完
成

総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
完
成

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催

▼
イ
ン
ス
タ
映
え
・

忖
度
・
35
億
・
ひ

ふ
み
ん
・
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
わ
ろ
て
ん
か
」
に
安
来
節
が
登
場

第
７
回
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
第
25
回
全
国

山
城
サ
ミ
ッ
ト
安
来
大
会
を
開
催

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
が
一
部
開
園
　

通
年
議
会
が
開
会
　

県
内
初
の
試
み

３
８
，
９
６
２
人

北
海
道
地
震

▼
そ
だ
ね
ー
・
半

端
な
い
っ
て

新
元
号
発
表
。「
平
成
31
年
」
か
ら
「
令
和
元
年
」
へ

平成 23年
　2011 年

平成 26 年
　2014 年

平成 27 年
　2015 年

平成 28 年
　2016 年

平成 29 年
　2017 年

平成 30 年
　2018 年

平成 24年
2012 年

▶
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
安
来
大
会
と
戦

国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
同
時
開
催

（
平
成
30
年
）。

▶
平
成
26
年
、
市
の

歌
が
完
成
。

▲総合文化ホールアルテピアの開館
記念事業でのど自慢大会を開催。

▼平成 28 年、たたら製鉄関連
の文化財が日本遺産に認定。

平成 22年
　2010 年

◀平成 22 年末からの豪雪で市
民生活に大きな影響が。

平成
25年

道の駅あらエッサオープン 第一中学校を新築
古事記編さん 1300 年を記念し
イザナミコンサート開催 東日本大震災に職員派遣

現
在

▶ 平 成 25 年 7
月、伯太で観測
史 上 最 大 の 降
水量を記録。
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市
役
所
の
定
期
人
事
異
動
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
平
成
31
年
４
月
１
日
付

の
異
動
総
数
は
１
９
７
人
（
昨
年
：

２
１
６
人
）
で
す
。

【
内
訳
】
▽
部
長
級
10
人
▽
課
長
級
28

人
▽
係
長
38
人
▽
そ
の
他
89
人
▽
採
用

27
人
▽
新
規
再
任
用
５
人
。
　

　

ま
た
、
こ
の
異
動
に
あ
わ
せ
て
組
織

機
構
等
を
一
部
、
見
直
し
ま
し
た
。

▽
健
康
福
祉
部
福
祉
課
の
４
係
を
再
編

し
３
係
に
整
理
し
ま
し
た
。

▽
文
化
財
課
に
土
木
技
師
３
人
を
併
任

発
令
し
ま
し
た
。

▽
市
立
病
院
事
務
部
に
経
営
改
革
室
を

新
設
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

●
政
策
推
進
部

【
部
長
級
】
▽
次
長
（
兼
）
商
工
観
光
課

長
（
総
務
課
長
）
前
田
康
博

【
課
長
級
】
▽
政
策
秘
書
課
主
査
（
保
険

年
金
課
主
幹
）
淀
谷
正
臣
▽
政
策
秘
書
課

主
査
（
政
策
秘
書
課
主
幹
）
野
々
村
貴
史

●
総
務
部

【
部
長
級
】
▽
次
長
（
兼
）
行
財
政
改
革

推
進
室
長
（
市
民
生
活
部
次
長
（
兼
）
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
大
久
佐
明
夫

【
課
長
級
】
▽
総
務
課
長
（
政
策
秘
書
課

主
査
）
金
山
尚
志
▽
人
事
課
長
（
教
育

総
務
課
長
）
吉
野
文
康
▽
島
根
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
（
介
護
保
険
課
長

（
兼
）
指
導
監
査
室
長
）
小
川
浩
明
▽
管

財
課
長
（
兼
）
入
札
管
理
監
（
市
民
課
長
）

岡
﨑
芳
雄
▽
総
務
課
主
査（
総
務
課
主
幹
）

宮
本
俊
幸
▽
人
事
課
主
査（
人
事
課
主
幹
）

松
崎
理
泰
▽
管
財
課
主
査
（
建
築
住
宅
課

主
幹
）
勝
部
彰
夫

●
市
民
生
活
部

【
部
長
級
】
▽
部
長
（
政
策
推
進
部
次
長

（
兼
）
商
工
観
光
課
長
）
宮
田
玲
▽
次
長

（
兼
）
地
域
振
興
課
長
（
人
事
課
長
）
石

原
敬
治

【
課
長
級
】
▽
市
民
課
長
（
市
民
課
主
幹
）

内
藤
有
里
子
▽
環
境
政
策
課
長
（
管
財
課

長
（
兼
）
入
札
管
理
監
）
遠
藤
浩
人
▽
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長（
税
務
課
専
門
官
）

岩
崎
幸
志
▽
人
権
施
策
推
進
課
主
査
（
人

権
施
策
推
進
課
専
門
官
）
森
藤
智

●
健
康
福
祉
部

【
部
長
級
】
▽
次
長
（
兼
）
福
祉
課
長
（
福

祉
課
長
）
高
木
肇

【
課
長
級
】
▽
介
護
保
険
課
長
（
兼
）
指

導
監
査
室
長
（
福
祉
課
主
査
）
細
田
浩

●
建
設
部

【
課
長
級
】
▽
建
築
住
宅
課
長
（
管
財
課

主
査
）山
根
常
郎
▽
土
木
建
設
課
主
査（
水

道
工
務
課
主
幹
）
加
藤
健
一

●
上
下
水
道
部

【
部
長
級
】▽
次
長（
兼
）下
水
道
課
長（
下

水
道
課
長
）
高
家
徹

●
会
計
管
理
者

【
部
長
級
】
▽
会
計
管
理
者
（
兼
）
会
計

課
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
竹
内
章

二●
教
育
部

【
部
長
級
】
▽
次
長
（
兼
）
教
育
総
務
課

長
（
市
民
生
活
部
次
長
（
兼
）
地
域
振
興

課
長
）
青
戸
厚
志

【
課
長
級
】
▽
学
校
教
育
課
主
査
（
島
根

県
教
育
委
員
会
よ
り
）
三
代
和
宏

●
農
業
委
員
会
事
務
局

【
課
長
級
】
▽
局
長
（
島
根
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
よ
り
）
中
村
一
博

●
認
定
こ
ど
も
園

【
課
長
級
】
▽
認
定
こ
ど
も
園
荒
島
園
長

（
認
定
こ
ど
も
園
広
瀬
園
長
）
広
中
朱
美

▽
認
定
こ
ど
も
園
広
瀬
園
長
（
認
定
こ
ど

も
園
比
田
園
長
）
鐘
築
久
佳
▽
認
定
こ
ど

も
園
比
田
園
長
（
認
定
こ
ど
も
園
荒
島
主

幹
）
野
坂
久
美
▽
認
定
こ
ど
も
園
安
田
園

長
（
認
定
こ
ど
も
園
広
瀬
専
門
官
）
中
島

美
佐
子

●
消
防
本
部

【
部
長
級
】
▽
消
防
次
長
（
兼
）
警
防
課

長
（
安
来
市
消
防
署
長
）
三
島
俊
輔

【
課
長
級
】
▽
予
防
課
長
（
予
防
課
主
査
）

細
田
紀
之
▽
安
来
市
消
防
署
長
（
警
防
課

長
）
青
戸
博
司

●
市
立
病
院

【
特
別
職
】
▽
病
院
事
業
管
理
者
（
兼
）

院
長
（
院
長
）
水
澤
清
昭

【
部
長
級
】
▽
診
療
部
長
（
兼
）
地
域
医

療
部
長
（
地
域
医
療
部
長
）
水
田
正
能
▽

事
務
部
長
（
兼
）
総
務
課
長
（
市
長
部
局

よ
り
）
村
上
和
也
▽
事
務
部
次
長
（
兼
）

経
営
改
革
室
長
（
事
務
部
次
長
（
兼
）
総

務
課
長
）
山
崎
泉
美

【
課
長
級
】
▽
看
護
部
２
階
病
棟
看
護
師

長
（
看
護
部
３
階
病
棟
看
護
師
長
）
佐
藤

博
美
▽
看
護
部
３
階
病
棟
看
護
師
長
（
看

護
部
２
階
病
棟
看
護
師
長
）
伊
澤
里
美

退
職
（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

【
特
別
職
】
▽
小
川
東
明
（
病
院
事
業
管

理
者
）

【
部
長
級
】▽
石
井
信
行（
市
民
生
活
部
長
）

▽
青
木
章
（
建
設
部
次
長
）
▽
武
藤
伊
津

子
（
会
計
管
理
者
）
▽
遠
藤
泰
史
（
消
防

次
長
）
▽
原
田
誠
（
市
立
病
院
事
務
部
長
）

【
課
長
級
】

▽
小
村
修
一
（
環
境
政
策
課
長
）
▽
奈
良

井
美
佐
絵
（
認
定
こ
ど
も
園
荒
島
園
長
）

▽
池
田
薫
（
環
境
政
策
課
主
査
）
▽
岩
崎

武
志
（
土
木
建
設
課
主
査
）
▽
乗
本
道
子

（
診
療
部
内
分
泌
代
謝
内
科
部
長
）

退
任
（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

副
市
長
　

森
脇
光
成

定期人事異動

▶
４
月
１
日
に
行
わ
れ
た
新
規

採
用
職
員
の
辞
令
交
付
式
か
ら
。
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安
来
市
職
員
募
集

安
来
に
翔
け
る
。

職種・受験資格	
職種（試験区分）採用予定人数 受験資格
一般事務職
( 大学卒業程度 ) ５人程度 平成 2 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日

までに生まれた人。
土木技師
( 短大卒業程度 ) ２人程度 昭和 60 年 4 月 2 日から平成 12 年 4 月 1 日

までに生まれた人。

第１次試験　（※２次試験の日時は１次試験合格者に通知します）
　○試験日　　令和元年６月２３日（日）
　○試験会場　安来市役所安来庁舎
受験手続
　　採用試験募集要項に基づき、試験申込書を人事課に提出してください。募集要項は人
　事課で配布します。郵送で請求する場合は、封筒の表に『職員採用試験申込書請求』と
　朱書きし、92 円切手を貼付したあて先明記の返信用封筒長形３号（12cm × 23.5cm）を
　必ず同封して、請求してください。市ホームページからもダウンロードできます。
受付期間
　平成 31 年４月 25 日㈭～令和元年５月 31 日㈮【土・日・祝日を除く】
　受付時間は 8：30 ～ 17：15。郵送の場合は、５月 31 日㈮までに必着のこと。
申込書・要項等の請求先
　安来市総務部人事課　〒 692-8686　安来市安来町 878 番地２
 　TEL 0854-23-3021   FAX 0854-23-3152

平成 31 年度（令和２年度採用予定）安来市職員採用試験
安来市では令和２年度採用予定の職員採用試験を行います。
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たたたた
とぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
まちの話題や出来事を紹介します

西谷交流センターで見つけたオキナグサ（翁

草）。白く長い毛を持つことから翁にたとえ

られています。環境省の絶滅危惧 II 類に指定

されている貴重な花です。（4月 8日）されている貴重な花です。（4月 8日）

今月の一枚

西谷交流センターで見つけたオキナグサ（翁

布部ダム50周年を記念して
　将来を担う子どもたちにダムに親しみをもっても
らおうと布部ダム完成 50 周年記念パネルが製作さ
れ、３月 19 日に除幕式が行われました。
　当日は、製作に関わった布部小学校の児童 12 人
が出席。ダムの天端ゲート付近に設置されたパネル
が披露されました。このパネルは情報科学高校の美
術部の生徒が、ダムを中心とした飯梨川をイメージ
した絵を描き、そこに同校児童の手形が加えられて
います。
　島根県布部ダム管理課長の小塚さんは「子どもた
ちにはこの絵を覚えておいてもらって、何年か経っ
てからまた見に来てほしい」と話していました。

▶歴史雑誌「歴史人2019.5月号」
の表紙。税込 800 円。全国の書
店で販売されています。

　歴史雑誌の企画で、月山富田城跡が全国 158 城
の中で唯一の満点評価を受けました。雑誌「歴史人

（発行：KK ベストセラーズ）」2019 年５月号で「戦
国の山城大全」が特集され、全国各地の山城を山城
満足度として数値化。評価の項目には、歴史的重要
性、土塁・石垣・堀、規模、立地、曲

くる

輪
わ

配置、整備
状況、アクセス、登りやすさがあります。
　月山富田城はいずれの項目も高評価で総合点が
100 点。とくに、現在、市が進めている整備事業に
よって、城郭の主要部の木々が伐採されているため

「探索しやすい点」も高い評価を受けています。こ
のため、竹田城（兵庫県）や七尾城（石川県）、高

　このマークの記事は、関連写真を
「市公式フェイスブック（FB）」で公
開しています。
　右の QR コードは「安

来市公式 FB」のトップページを
表示することができます。

記事の画像をフェイスブックで紹介

◀
自
分
の
手
形
を
見
つ
け
て
、
手
を

当
て
る
児
童
。

月山富田城跡が
歴史雑誌の企画で
唯一の満点評価

天神城（静岡県）などを押さえて、唯一の満点とな
りました。
　この結果を受けて市では、歴史資料館や観光交流
プラザなどに縦幕を設置し、観光客などに対して「全
国の山城で最高の評価」であることをアピールして
います。

たたううんんんたたううんん
ぴぴぴぴぴぴっっっくくくすすすすすすすすすぴぴぴぴぴぴぴっっっっっくくくくくくすすすすっっくすぴぴっっっっ
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喜びの出場・受賞

▲第 16 回全国スポーツ少年団バレーボール交流大
会に出場した「伯太クラブジュニア」の選手と関係
者の皆さん。試合では６年生がチームを引っ張り、
粘り強く戦いました。

◀
ブ
ナ
や
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
の

実
な
ど
を
貼
り
付
け
て
い
き
ま
す
。

　身近な素材である段ボールを使った「春休みダン
ボールクラフト教室」が 3 月 24 日、やすぎ懐古館
一風亭で開催されました。講師は森っ子作家の栗原
哲朗さん。参加者は、用意された 6 種類のテーマ
から選んだ作品づくりに挑戦しました。
　このうち「木の実の飾り」は立体的なハート形を
段ボールで作り、和紙や木の実などを貼り、飾って
いきます。友達同士3人で参加した井村里

り

美
み

さん（小
学５年生）は「飾った時に見栄えがするように木の
実の並べ方を工夫しました。自分の部屋に飾ります」
と話していました。

ダンボールクラフトに挑戦

ひな人形がお出迎え
▲ひな人形の見比べを楽しむ来場者。

　華やかなひな人形などが家々に飾られるやすぎの
ひなめぐり。「尼子の里のおひなまつり」、「白椿の
里のひなまつり」、「城下町母里のおひなまつり」が
３月 30 日から４月上旬まで開催されました。
　期間中は交流センターやその周辺の家の軒先に年
代がさまざまなひな人形を飾り付け。来場者はひな
飾りに囲まれてお茶を飲んだり、年代ごとの人形の
表情の違いを楽しんだりしていました。
　松江市から来た宮野健

けん

嗣
じ

さんは「安来のひなまつ
りは初めて来ました。町中がきれいに飾り付けられ
ていて感動しました」と話していました。

▲「キラ☆キッズ」と「やすぎ女
ひと

男
ひと

輝
き

らり会」が島
根県県民いきいき活動奨励賞を受賞し、知事表彰を
受けました。「キラ☆キッズ」は子育て支援活動、「や
すぎ女男輝らり会」は男女共同参画の輪を広げる活
動をしています。

▲公共データを活用して地域課題解決を目指す全国
コンテスト「アーバンデータチャレンジ 2018」。こ
のコンテストのアクティビティ部門で情報科学高校
の生徒が金賞を受賞しました。
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チキンハンバーグ

管理栄養士のちょっこしお弁当レシピ　

（材料）　　　　　　　（４人分）
鶏ミンチ　　　　　　　280g
玉ネギ（みじん切り）
　　　　　　　　　　１個分
木綿豆腐　　　100g（1/4 丁）
片栗粉　　　　　大さじ３弱
塩・こしょう　　　　　少々

塩分
1.2g

204　　
Kcal

【作り方】
①　ハンバーグのタネは材料（左側）をよく混ぜ合わせ、
　16等分して円盤形にします。
②　フライパンに油をなじませ、①のハンバーグの両面に
　焼き色をつけます。
③　熱湯１カップ（分量外）をハンバーグの上に注いでふ
　たをし、強火で蒸し焼きにします。
④　③のフライパンの水分がほとんどなくなったら、【A】
　を加えて煮からめて、できあがり。

余った食材を有効活用、
豆腐入りのヘルシーハンバーグ！

※一人分あたり

お弁当の食中毒対策として
　・おかずの汁気はなるべく切りましょう。
　・食材を中まで加熱して殺菌しましょう。
　・手で触れず箸でつめましょう
　・温かいものは冷ましてから詰めましょう。

【A】
・みりん
　（大さじ 1 と 2/3）
・しょうゆ
　（大さじ１と 1/3）
・片栗粉（小さじ１）
・水（大さじ 4：60cc）

け
た
画
家
の
一
生
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｗ
は
毎
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、

毎
日
13
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
、

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
作
品
解
説
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ヨ
シ
タ
ケ
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
会

▼
５
月
３
・
４
日
（
金
・
土
）
10
時

～
15
時
（
随
時
受
付
）

▼
司
馬
遼
太
郎
が
「
美
の
コ
ー

ヒ
ー
」
と
称
賛
し
た
幻
の
ヨ
シ
タ
ケ

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
。
独
自
の
淹
れ
方

で
抽
出
し
た
島
根
発
祥
の
深
い
味
わ

い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
両
日

と
も
限
定
１
０
０
杯
）

特
別
企
画
展
平
和
運
動
70
年　
　

６
月
10
日
㈪
ま
で

　

加
納
莞
蕾
大
回
顧
展
を
開
催
中

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り　

電
話
36
Ｉ
０
８
８
０　
　

　

１
９
４
９
年
、
画
家
加
納
莞か
ん
ら
い蕾

は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
刑
務
所
に
収
容
さ
れ

て
い
た
日
本
人
戦
犯
の
赦
免
を
訴
え

て
キ
リ
ノ
比
大
統
領
に
助
命
嘆
願
書

を
送
り
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
と
ひ
き

か
え
に
展
覧
会
へ
の
出
品
を
一
切
や

め
、
画
壇
と
の
つ
き
あ
い
も
断
ち
ま

し
た
。

　

そ
の
動
機
に
は
、
日
中
戦
争
の
時

に
「
作
戦
記
録
画
」
と
い
う
戦
争
画

を
い
く
つ
も
描
い
て
い
た
こ
と
へ
の

深
い
反
省
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
永
く
行
方

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
「
掬き
く
す
い水

秋
景
」
は
じ
め
約
70
点
の
作
品
や
資

料
を
通
し
て
、
恒
久
平
和
を
訴
え
続

　５月 12 日（日）、茶室「如水庵」
で名碗を愉しむ会を開きます。
解説を聞きながら企画展を観た
後、名碗に触れていただき、ゆっ
たりとお茶を愉しんでいただき
ます。
会費は一人 2500 円。詳しくは
美術館にお尋ねください。

名碗を愉しむ会

▲「紅葉谷」（1932 年）初公開作品

井上萬二「白磁緑釉
牡丹彫文抹茶碗」
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講 座 名 講　座　内　容 担当・時間

安来市の国際交流 姉妹都市・密陽市との交流など、安来市の国際交流について話します。
語学講座ではありません。【新講座】

政策秘書課・
60 分

安来市の平和活動
広瀬町布部出身の画家加納莞蕾（辰夫）は、戦後フィリピンに残され
た日本人戦犯の赦免こそが次世代の平和を築くことだと主張しまし
た。この活動を紹介し、平和について考えます。

総務課・60 分

災害に備えて
～減災と自助・共助～

地震や風水害など、災害は突然やってくるものです。だからこそ、日
頃の備えで被害をできるだけ小さくする取り組みが大切になってきま
す。災害への備えや自助・共助について話します。

防災課・30 分

自主防災組織とその活動
少しの知識と技術で、災害時にあなた自身と大切な家族、そして地域
の人を助けることができます。講座では既に活動されている団体の活
動や施策を中心に紹介。自治会などの自主防災組織結成に向けた講座。

防災課・30 分

安来市の財政状況 市の予算の概要および中期財政計画（５年）をわかりやすく説明。 財政課・60 分

公共施設等の現状と老朽化対
策～マネジメントの必要性～

公共施設等の老朽化に伴う将来の更新時期の集中や人口減少、少子高
齢化という問題を抱えるなか、施設を安定的に利用できるよう、今後
の施設のあり方について考えていきます。【新講座】

行財政改革推
進室・60 分

身近な人権を考える 私たちの身の回りにあるいろいろな人権課題について話します。【新講座】

人権施策推進
課・60 分 ～
90 分

知って気づいて高めよう
自分らしい豊かな生き方

自分も自分以外の人も、みんなが幸せになる生き方について、人権の
窓口からお話します。【新講座】

人権が尊重される社会 多様な人権課題について、正しい知識とその取り組みについて考えま
す。【新講座】

安来市のごみ量とその行方 市全域で排出されるごみの量とその処理方法を理解することで、適切
な分別による減量・資源化を進め、住みよい環境づくりを考えます。 環境政策課・

60 分環境教室
～始めようクールチョイス～

地球温暖化についての知識と日常生活で役立つ対策についてわかりや
すく説明します。

自治会の法人化
　　（認可地縁団体）

自治会が一定の条件のもとに法人格を取得し、自治会名で不動産登記
ができるようになりました。この講座では、自治会が法人格を取得す
るメリット等について説明します。自治会の法人化に向けた講座です。

地域振興課・
30 分

子育て井戸端会議～子育てに
ついて「楽しく」「互いに」「体
験的」に語り合おう

親（保護者）や子どもにかかわるすべての人を対象に、地域ぐるみで
子育て世代を応援・支援する「親学プログラム」。テーマは多数用意
しています。

地域振興課・
60 分～ 90 分

生活と福祉 各種福祉制度についてわかりやすく説明します。 福祉課・60 分

介護保険制度と助け合い
平成 30 年度から 3 年間を期間とする、「第７期高齢者福祉計画・介
護保険事業計画」を基に、①介護保険制度②地域包括ケアシステム③
介護予防、認知症対策④地域の助け合いと生活支援を中心に話します。

介護保険課・
60 分

子育て支援講座 市が行う子育て支援施策についてわかりやすく説明します。 子ども未来課・
30 分

生涯を通じた健康づくり
元気でいきいきと安心して暮らせるまちづくりを基本理念に、健康寿
命の延伸を目指した「健康やすぎ 21」について広く皆さんにお知ら
せするとともに、生活習慣病の予防について説明します。

いきいき健康
課・30 分

耐震対策と住宅の各種支援制
度

地震対策の大切さと木造住宅の耐震化（耐震診断、耐震改修、解体）
および、老朽危険建築物除却の支援制度について紹介します。

建築住宅課・
30 分

戦国時代の安来の歴史を学ぼ
う

尼子・毛利・吉川・堀尾氏と歴代城主が移り替わった富田城跡を中心
に、戦国時代の安来について学んでみませんか。

文化財課・
60 分

安来市
　出前講座

市職員が皆さんの所へ出向き、業務や制度の説明を行
うまちづくり講座です。10 人以上の団体で申し込み
ください。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問い合わせ：地域振興課☎ 23-3067

平成 31 年度



2019 月号5 18

健康の窓 ５月 17 日は「日本高血圧の日」

脳卒中を防ぐため
高血圧に注意しよう
■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

不健康な生活習慣の積み重ね
・塩分の摂りすぎ　　　　・運動不足
・アルコールの摂りすぎ　・たばこ

高血圧や糖尿病へと進み、血管が硬く
なる（動脈硬化）

脳卒中、心臓病等を発症

　高血圧の診断基準
血圧は、健診や医療機関で測る「診察室血圧」
と自宅で測る「家庭血圧」があります。高血
圧の診断では「家庭血圧」が優先されます。

家庭血圧
収縮期（最高）/拡張期（最低）

診察室血圧
収縮期（最高）/拡張期（最低）

135 以上または 85以上 140 以上または 90以上

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mmHg）

高血圧が進むと・・・
　島根県で脳卒中を発症した人の７割が高血圧でし
た。安来市では、30.2％（平成 29 年度安来市国民健
康保険特定健診結果より）の人が高血圧という状況で
す。脳卒中の予防には、生活習慣を整え、高血圧を予
防することが大切です。

　脳の血管がつまったり、破れたりする病気をまとめ
て脳卒中といいます。
　島根県では毎年約 1000 人が、脳卒中で亡くなって
います。そのうち、70 人は、40 ～ 60 歳代の働き盛
り世代です。また、毎年 2500 人が脳卒中を発症して
おり、男性は女性の 2 倍です。
具体的な病気
●脳梗塞
　脳や首の動脈、心臓の中に血の固まりができて、脳
に血液を送る動脈がつまるために起こります。
●脳出血
　高血圧で脳の血管がもろくなると破れて出血し、脳
細胞を破壊します。
●くも膜下出血
　脳の表面にできた動脈のこぶが破裂して起こりま
す。

脳卒中ってどんな病気？

　心臓は規則正しいリズムで 1 日約 10 万回も収縮と
拡張を繰り返しています。そのリズムに乱れが生じる
のが不整脈です。
　心房細動は、心臓の心房という部屋が不規則に収縮
するために起こる不整脈の一種で、多くの場合、胸部
の不快感や動悸、めまい等の症状を伴います。心房内
にできた血栓が重い脳梗塞を引き起こすため適切な
治療が欠かせません。

心臓の脈の乱れにもご用心

脳卒中が起こるまでの流れ

　血圧管理のポイント
●毎日時間をきめて測ろう
●自己判断で治療を
　やめないようにしよう

①減塩を目指そう
　・塩分は、男性は 1 日 8g、女性は 7g が目安。酢、
　　香辛料、天然だしを上手に活用し減塩しましょう。
　・1 日 3 食バランスよく食べましょう。
②お酒は適量を守ろう
　・食べながら適量範囲でゆっくり飲みましょう。
　・週に 2 日はお酒を飲まない日を決めましょう。
③体を動かそう
④禁煙しよう

生活習慣改善のポイント

ノートに記録を取ろう
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New Books Introduction

2019 月号5

「花のマクロフォトレシピ
花別マクロ撮影テクニックガイド」

著者
　　江口愼一
出版社
　　　玄光社

編者
　　下坂玉起
発行
　　　淡交社

著者
　　　竹内薫
出版社
　 PHP 研究所

『「文系？」「理系？」
に迷ったら読む本』

　文系・理系で進路を
決めるのは意味がな
い！？ 2020 年度から
大学の入試制度が段階
的に変わります。社会
が大きく変わっていく
中で、中高生が進路に
迷った時、どう考えれ
ばよいかのヒントを紹
介します。（川）

　 掃 き 清 め る だ け
じゃない !? 茶の湯で
使われる羽箒（はぼ
うき）を通じて茶人
の美意識が窺えます。
すっかり忘れ去られ
てしまった感のある
この道具に魅せられ
た著者が集大成した
珍しい作品です。（山）

著者
　　小村公次
出版社
　　大月書店

　著者は島根県出身の
音楽家。これまで貴族
の楽しみだった音楽が
大衆の娯楽へと発展し
ていく様子を解説して
います。秀吉が西洋音
楽を聴いた記録など日
本の歴史と照らし合わ
せて書かれている点が
おもしろいです。（須）

　　　「茶の湯の羽箒」
～知られざる鳥の文化誌～

著者
　　幸田真音
出版社
　PHP 研究所

「人工知能」

　人工知能（AI）によ
る自動運転試験中の車
が人をひいた！立て続
けにおきた３件の犠牲
者は、みな経産省の官
僚。完璧な走行をしな
がら特定の人物だけを
狙って突進。AI による
犯行は可能なのか。人
類は本当に人工知能を
制御できるのか。（田）

「彩りの街をめぐる旅モロッコへ｣

　日本にはあまり馴染
みのない国ですが、砂
漠の絶景と色彩豊かな
生活雑貨に魅了される
こと間違いなし。モロッ
コに行く人はもちろ
ん、行かない人も本を
読んだだけで旅行気分
を味わえます。（根）

著者
　　　宮本薫
発行所
   イカロス出版

新刊図書紹介図書館司書が選んだ注目の新刊を紹介します。

　「中世からバロックの音楽」
～音楽のあゆみと音の不思議２～

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報　検索

　問い合わせ
　安来市立図書館…℡ 22-2574
　ひろせ図書室……℡ 32-4455
　はくた図書室……℡ 37-0050

　暖かくなり、桜をは
じめいろいろな花が咲
き始める季節になりま
した。写真撮影などを
するときにちょっと工
夫をしてみませんか？
四季折々の花の撮り方
が紹介されています。

（中）

・介錯人　　　　　　 　 　       辻堂魁

・圓朝　　　　 　　 　　  奥山景布子

・横道世之介  続　　　　　  吉田修一

・行政責任を考える　　　　新藤宗幸

・トコトンやさしい養殖の本

　　　　　　　　　   日刊工業新聞社

・暮らしは今日も実験です　　本多さおり

・瞳のなかの幸福　　　　　　小手鞠るい

・都会のトム＆ソーヤ 16

　　　　　　　　　　　   はやみねかおる

・初めての水墨画   楽しく描ける基本とコツ

　　　　　　　　　　　　　　   矢形嵐酔

・池上彰と考えるフェイクニュースの見破り方 1

　　　　　　　　　　　　　　　   文溪堂

その他　新刊図書 NEW

子
ど
も
読
書
会
会
員
募
集

子
ど
も
の
日  

お
は
な
し
会

　

安
来
市
立
図
書
館
で
は
読
書
や

季
節
の
行
事
を
通
じ
て
、
児
童
の

皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
行
う
「
子
ど
も
読
書
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

●
い
つ
す
る
の
？

　

毎
月
第
２
土
曜
日
の
９
時
30
分 

　

～
11
時
30
分

　

※
初
回
は
５
月
11
日
で
す

●
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

毎
月
１
冊
本
を
借
り
て
感
想
を

話
し
た
り
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
行

事
や
工
作
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

●
だ
れ
が
入
会
で
き
る
の
？

　

安
来
市
内
の
小
学
生
な
ら
誰
で

も
入
れ
ま
す
。

●
年
会
費

　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険

料
な
ど
）

●
申
込
み
・
問
合
せ　

　

安
来
市
立
図
書
館
℡
22-

２
５
７
４

●
日
時

　

５
月
５
日
（
日
・
祝
）
①
10
時
30

分
～　

②
14
時
～　

各
回
40
分
程
度

●
場
所

　

子
ど
も
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

●
そ
の
他

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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退
職
・
就
職
の
人
は

健
康
保
険
・
年
金
の

手
続
き
が
必
要
で
す

　

退
職
や
就
職
を
し
た
人
は
、

健
康
保
険
や
年
金
の
切
り
替
え

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
先　

保
険
年
金
課
、
広
瀬

地
、
伯
太
地

●
退
職
し
た
人

　

健
康
保
険
と
年
金
（
20
～
60

歳
未
満
の
人
）
の
切
り
替
え
が

必
要
で
す
。

健
康
保
険　

次
の
３
つ
か
ら
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

②
退
職
前
の
健
康
保
険
を
任
意

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、

届
出
者
の
身
分
証
明
書
に
な
る

も
の
を
お
持
ち
の
上
、
市
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
が
就
職
し
た
場

合
、
扶
養
し
て
い
た
人
の
勤
務

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

厚
生
年
金
の
加
入
は
、
勤
務

先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

申
問

保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
７

健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た

場
合
は
手
続
き
を

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

証
・
福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資

格
証
）
を
お
持
ち
の
人
は
、
健

康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
、

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

現
在
お
使
い
の
証
を
お
持
ち
の

上
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
先　

保
険
年
金
課
、
広
瀬

地
、
伯
太
地

問

保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
７

改
元
後
の
各
種
保
険
証
等

の
取
り
扱
い

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
証
等
、
子

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
、
福

祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格
証
）

は
、
５
月
１
日
の
改
元
後
も
引

き
続
き
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問

保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
７

行
　
政

継
続
す
る

③
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

ご
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
る

手
続
き　

①
…
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書
、
印
鑑
お
よ
び

世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
、
届
出

者
の
身
分
証
明
に
な
る
も
の
を

お
持
ち
の
上
、
市
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
③
…
そ
れ
ぞ
れ
の
お
勤
め
先

ま
た
は
保
険
証
の
発
行
元
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
退
職
と
同
時
に
再
就
職
さ
れ

た
人
は
市
役
所
で
の
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
。

年
金　

20
～
60
歳
未
満
の
人
は

健
康
保
険
の
①
②
③
の
い
ず
れ

を
選
択
し
て
も
年
金
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
③
の

う
ち
、
配
偶
者
の
被
扶
養
者
と

な
る
場
合
を
除
き
ま
す
。
年
金

手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
市
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
就
職
し
て
新
し
い
保
険
証
が

発
行
さ
れ
た
人

　

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
証
を

お
使
い
の
人
は
、
国
民
健
康
保

険
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
お
手
元
の
国
民
健
康
保
険

証
と
新
た
に
発
行
さ
れ
た
保
険

証
、
世
帯
主
と
手
続
き
対
象
者

春の全国交通安全運動
5 月 11 日㈯～ 20 日㈪

　一人一人が交通ルールとマナーを守り、交通事故の
防止に努めましょう。
運動重点
　●�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者

の交通事故防止
　●自転車の安全利用の推進
　　（特に「自転車安全利用五則」の遵守）
　　【自転車安全利用五則】
　　　①自転車は、車道が原則、歩道は例外
　　　②車道は左側を通行
　　　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　　　④安全ルールを守る
　　　　・飲酒運転や二人乗り、並進の禁止
　　　　・夜間はライトを点灯
　　　　・交差点での信号遵守と一時停止、安全確認
　　　⑤子どもはヘルメットを着用
　●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底
　●飲酒運転の根絶

問地域振興課　℡２３- ３０６９



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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安来市市民活動補償
　市民の皆さんが安心して市民活動（自治会活動や草刈など）やボランティア活動に参加
できるよう、活動に参加する人を対象に活動中の事故に対して一定水準の補償を行います。

対象者
　　活動を行う団体、活動の指導者、スタッフ
　および参加者（観覧者・応援者は除きます）
　　※活動を行う団体は事前登録が必要です
　　　（自治会は登録手続き不要です）

登録手続き
　自主的に構成されたグループの登録
　　各庁舎登録受付窓口にある「市民活動団体
　登録届」に必要事項を記入の上、提出してく
　ださい。電話での登録は受け付けません。
　　また、団体の名称、主な活動内容が変わっ
　た場合は、再登録の手続きが必要です。
　�　※事前の登録がない場合は、要件を満たし

ていたとしても、補償の対象となりません。

問、登録受付窓口
　地域振興課（安来庁２階）　℡２３- ３０６７
　広瀬地（広瀬庁１階）　　　℡２３- ３２００
　伯太地（伯太庁１階）　　　℡２３- ３３０３
　土木建設課（伯太庁１階）　℡２３- ３３０７

対象活動
　●自治会や自主的に構成されたグループ�����
　　が行っている公益性のある活動
　●無報酬の活動（交通費、消耗品費など
　　実費相当分の謝礼金などの支給は除きます）
　●継続的または計画的に実施されている活動

補償の内容
　賠償責任補償（上限）　　　　　　　　　
　・身体賠償　１人…１億円　１事故…１億円
　・財物賠償　１事故…１億円
　・受託品賠償　１事故…100 万円
　　※賠償責任補償は、�活動参加者同士の間で
　　　の事故、活動参加者が車両を運転して発
　　　生した事故の場合は適用されません。
　傷害補償（上限）
　・死亡………500 万円　
　・入院補償…4,500 円 / 日
　・後遺障害…15 ～ 500 万円
　・通院補償…3,000 円 / 日
※審査により適用とならない場合があります。

就
業
相
談
会

(

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク)

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
等

日
時　

５
月
15
日
㈬
14
時
～
15

時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
江

(

松
江
市
向
島
町)

問

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
す

ぎ
デ
ー
」 

参
加
団
体
募
集

　

６
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ

せ
、
住
民
参
加
の
一
斉
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
団
体

に
は
、
ご
み
袋
を
お
渡
し
し
ま

す
。

実
施
日　

６
月
９
日
㈰

　

清
掃
作
業
は
回
収
の
都
合

上
、
午
前
10
時
ま
で
に
終
え
て

く
だ
さ
い
。
な
お
回
収
は
業
者

が
順
次
行
う
た
め
、
立
会
い
は

不
要
で
す
。

実
施
場
所　

市
内
公
共
の
場
所

回
収
す
る
も
の　

収
集
袋
に
入

る
燃
や
す
ご
み
、
そ
の
他
の
ご

み
（
収
集
袋
に
入
ら
な
い
粗
大

ご
み
や
、
草
、
木
、
土
砂
、
当

日
参
加
者
が
飲
食
し
た
ご
み
な

ど
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
方
法　

自
治
会
、
団
体
代

表
名
で
参
加
申
込
書
を
提
出

し
、
事
前
に
ご
み
袋
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

環
境
政
策
課
、広
瀬
・

伯
太
各
地
、
山
佐
・
布
部
・
比

田
各
出
張
所

申
込
期
限　

５
月
17
日
㈮

申
問

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の

ご
み
を
回
収
し
ま
す

　

団
体
で
実
施
す
る
清
掃
活
動

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
を
、
市
で

回
収
し
ま
す
。

　

実
施
前
に
計
画
書
の
提
出
が

必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

申
問

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

こ
ど
も
の
日
は

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）

は
、
高
校
生
以
下
の
皆
さ
ん
の

イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
運
賃
が
全
線

無
料
と
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
降
車
時
に
運

転
手
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問

地
域
振
興
課

　

℡
23-

３
０
６
９
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軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

　

平
成
31
年
度
の
軽
自
動
車

税
・
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

を
５
月
７
日
㈫
に
発
送
し
ま

す
。

　

最
初
の
納
期
限
（
軽
自
動
車

税
は
全
期
・
固
定
資
産
税
は
１

期
）
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問

税
務
課

▽
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

・
市
民
税
係

　
　

℡
23-

３
０
４
０

▽
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

・
固
定
資
産
税
係

　
　

℡
23-

３
０
５
１

▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

・
収
納
係

　
　

℡
23-

３
０
４
３

消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会

　

10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
引

き
上
げ
に
伴
い
、
事
業
者
を
対

象
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

や
軽
減
税
率
導
入
に
伴
う
事
業

者
支
援
措
置
（
補
助
金
等
）
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日
㈫
、
16
日
㈭

各
日
と
も
10
時
～
11
時

定
員　

各
50
人

場
所　

松
江
地
方
合
同
庁
舎
２

階
共
用
第
１
会
議
室

そ
の
他　

駐
車
場
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

同
内
容
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問

松
江
税
務
署
総
務
課

　

℡
０
８
５
２-
78-

０
３
３
０

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な

ど
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

れ
ば
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

減
免
の
要
件
は
、
障
が
い
の

程
度
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
減

免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
車
両　

①
障
が
い
者
本
人

が
所
有
す
る
も
の　

②
障
が
い

者
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人

が
所
有
す
る
も
の
（
障
が
い
者

本
人
が
普
通
自
動
車
や
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

に
限
り
ま
す
）　

③
構
造
が
専

ら
障
が
い
者
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の　

④
公
益
の
た
め

に
直
接
専
用
す
る
も
の
。

※
①
②
で
減
免
で
き
る
車
両
は

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
普
通

自
動
車
を
含
む
）の
う
ち
１
台
。

持
ち
物　

▽
①
～
④
共
通
…
申

請
書
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類
、
本
人
確
認
書
類
、

車
検
証　

▽
①
②
…
対
象
車
両

を
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許

証
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育

手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず

れ
か　

▽
③
…
構
造
の
わ
か
る

も
の
（
写
真
、カ
タ
ロ
グ
な
ど
）

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈮

申
込
先　

税
務
課
、
広
瀬
・
伯

太
各
地

そ
の
他　

申
請
書
は
申
込
先
の

窓
口
に
設
置
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
問

税
務
課

　

℡
23-

３
０
４
０

スポーツ・文化全国大会等
出場激励金を交付します

問文化スポーツ振興課
　℡２３- ３０７５（スポーツ振興係）
　℡２３- ３０３９（文化振興係）

　今年度からスポーツ競技の全国大会等に出場する
個人・団体に加え、文化活動の全国大会等に出場す
る個人・団体に対しても激励金を交付します。

部門 対象となる大会 交付対象者 金額

スポーツ

▽国際大会（オリンピックや世界選手権大
会などで、親善または交歓を目的とした大
会を除く）　▽国民体育大会　▽日本選手権
大会（国民体育大会採用競技に限る）　▽全
日本スポーツ少年団大会　▽全国障害者ス
ポーツ大会

①個人出場…市内に在住ま
たは在勤、在学する人
②団体出場…安来市体育協
会に属するスポーツ団体、
市内のスポーツクラブまた
は市内の文化活動団体
③国民体育大会にふるさと
選手制度の参加資格により
島根県代表として出場する
市内出身選手

①国外での大会…１人
あたり３万円（１団体
につき 30 万円まで）
②国内での大会…１人
あたり１万円（１団体
につき 10 万円まで）文　　化

▽（一社）全日本吹奏楽連盟が主催する全
国大会　▽（一社）全日本合唱連盟が主催
する全国大会　▽（公社）日本将棋連盟が
主催するアマチュアの全国大会　▽（公社）
日本棋院が主催するアマチュアの全国大会



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
気
象
状
況
等
に
よ
り

予
告
な
く
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

10
時
～
16
時

場
所　

市
役
所
安
来
庁
南
側
防

防
災
研
修
棟
見
学
会
を

開
催
し
ま
す

　

新
し
く
完
成
し
た
防
災
研
修

棟
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

見
学
会
当
日
は
、
防
災
資
機

材
の
展
示
や
起
震
車
（
地
震
体

験
車
）
に
よ
る
地
震
の
体
験
を

災
研
修
棟
お
よ
び
市
民
広
場

内
容　

▽
４
日
㈯
…
防
災
研
修

棟
見
学
・
防
災
資
機
材
展
示
・

災
害
対
応
自
動
販
売
機
利
用
体

験
ほ
か　

▽
５
日
㈰
…
防
災
研

修
棟
見
学
・
地
震
体
験
ほ
か

問

防
災
課

　

℡
23-

３
０
７
４

炎の予防や肺炎にかかっても軽い症状ですむ効果が期待できます。
接種対象者　（対象者には個人通知しています）　
① 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日に次の年齢となる人。
対象となる年齢…65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、
100 歳以上　②接種当日 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、じん臓、
呼吸器に重い病気のある人など

　高齢者を対象に肺炎球菌ワクチンを定期予防接種（国が国民に接種
を推奨するワクチン）として実施しています。過去の接種率が低かっ
たことから、費用助成が５年間延長されました。ワクチン接種は、肺

※国の制度対象となるのは１人１回のみ　※過去に成人用肺炎球菌ワ
クチン（ワクチン名：ニューモバックス NP）を接種した人は定期接
種の対象外
接種期間　令和２年３月 31 日まで（休診日を除く）
接種回数　1 回　　
接種方法　次の医療機関に予約して接種してください。
　日立記念病院／安来第一病院／家族・絆の吉岡医院／渡部医院／野坂
医院／吉田医院／森脇医院／麦谷内科クリニック／金藤内科小児科医院
／白根医院／杉原医院・杉原医院大塚分院／杉原クリニック／朝山医院
／河村医院／安来市立病院／ドクター中西元気クリニック／安来市医師
会診療所／村上医院・村上医院安田出張所／常松医院井尻分院・赤屋分
院／加藤医院／千原医院
持ち物　予診票、健康保険証
自己負担額　３，０００円（医療機関等の窓口でお支払いください）※
生活保護世帯、市民税非課税世帯 ( 世帯全員 ) の人は事前申請により
自己負担金が免除になります。接種期間中にいきいき健康課（健）、市
民課健康福祉・子育て窓口（安来庁）、伯太地のいずれかに本人確認で
きるものと印鑑をお持ちください。なお今年度より自己負担金免除証
の即日交付は行いません。申請書を受付けてから交付まで２週間程度
かかりますので接種日までに余裕をもって申請してください※接種は
義務ではありません。接種を受ける人の意思確認が必要です。

高齢者対象の

肺炎球菌感染症予防接種

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

　

県
内
企
業
の
中
堅
社
員
を
対

象
に
人
間
関
係
の
構
築
や
組
織

力
向
上
を
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
で

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
や
る
気
を
高
め
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
力
」「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と

の
で
き
る
研
修
で
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈮
・
21
日
㈮

各
日
10
時
～
16
時

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

受
講
料　

４
０
０
０
円

申
込
締
切　

５
月
24
日
㈮

　

詳
し
く
は
、
東
部
高
等
技
術

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問

島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校

　

℡
０
８
５
３-

28-

２
７
３
４

島
根
県
国
際
交
流
事
業

２
０
１
９
北
東
ア
ジ
ア

交
流
の
翼
in
し
ま
ね

期
間　

８
月
２
日
㈮
～
７
日
㈬

の
６
日
間
（
３
泊
程
度
の
宿
泊

含
む
）
※
事
前
研
修
、
事
後
研

修
、
報
告
会
あ
り

内
容　

中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア

等
と
島
根
県
の
青
年
た
ち
の
国

際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
県
内
で

の
視
察
や
意
見
交
換
、
日
本
文

化
体
験
、
交
流
合
宿
な
ど

募
集　

18
歳
～
30
歳
の
島
根
県

在
住
者
、
島
根
県
出
身
者
な
ど

申
込
締
切　

５
月
20
日
㈪

申
問

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国

際
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

31-

５
０
５
６

問いきいき健康課　℡２３- ３２２０
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も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
実

習
を
交
え
な
が
ら
、
基
本
的
な

知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈭
～
６
月
７

日
㈮
の
２
日
間
10
時
～
16
時

場
所　

松
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
松
江
市
西
川
津
町
）

対
象　

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希

望
さ
れ
る
人
ま
た
は
関
心
の
あ

る
人

受
講
料　

無
料

募
集
定
員　

10
名

申
込
期
限　

５
月
23
日
㈭�

申
問

安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
４-

28-

６
５
５
１

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時　

５
月
15
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

健

対
象　

平
成
30
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

保
　
健

介護保険料の通知書を
４月中旬に発送しています

問介護保険課　℡２３- ３２９３

全
国
一
斉
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
全
国
一
斉
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
訓
練
放
送
を
行
政
告
知

端
末
と
告
知
放
送
用
の
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
自
動
放
送
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

試
験
放
送
日
時　

５
月
15
日
㈬

11
時
ご
ろ

　

※
本
番
運
用
と
同
様
に
、
最

大
音
量
で
放
送
し
ま
す
。

　

※
災
害
発
生
、
気
象
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
は
訓
練
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

防
災
課

　

℡
23-

３
１
７
２

２
０
１
９
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
政

府
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、産
業
政
策
、

中
小
企
業
施
策
な
ど
、
国
や
都

道
府
県
な
ど
の
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
対
象
と
な
る

事
業
所
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日　

６
月
１
日
㈯

　

※
調
査
員
は
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

問

総
務
課
℡
23-

３
０
１
５

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能

講
習
「
清
掃
ス
タ
ッ
フ

育
成
講
習
」

　

清
掃
の
知
識
を
学
ん
で
お
仕

事
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　

清
掃
の
お
仕
事
に
関
心

の
あ
る
人
に
清
掃
業
務
従
事
者

と
し
て
働
く
き
っ
か
け
に
し
て

　65 歳以上で介護保険料が年金から天引き（特別
徴収）される人を対象に、平成 31 年度の介護保
険料（４・６・８月の徴収額）を記載した通知書
を４月中旬にお送りしています。
　今回お知らせしている額は、平成 31 年度の市
民税額が確定するまでの仮算定で、前年度の課税
の状況等を参考に算定した額です。市民税額の確
定後に年間の介護保険料の額を決定し、10 月以降
の徴収額を６月中旬にお知らせします。
　所得段階は被保険者（本人）および世帯員の課
税状況などにより、11 段階の区分に設定していま
す。本年度は、低所得者の保険料軽減実施に伴い、
第１～３段階の保険料が昨年度より減額となって
います。

平成 31 年度介護保険料一覧

所得段階 年額（円） 月額（円）
第１段階 23,400 1,950
第２段階 41,400 3,450
第３段階 52,200 4,350
第４段階 64,800 5,400
第５段階 72,000 6,000
第６段階 86,400 7,200
第７段階 90,000 7,500
第８段階 93,600 7,800
第９段階 97,200 8,100
第 10 段階 108,000 9,000
第 11 段階 122,400 10,200



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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栄
養
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
５
月
14
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

交　

▽
５
月
28
日
㈫
９
時
～
11

時
、
健

申
問

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
９
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、
健

対
象　

平
成
30
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
13
日
㈪
13

時
～
13
時
45
分
、
健

対
象　

平
成
30
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
23
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、
伯

対
象　

平
成
29
年
10
月
生
ま
れ

講
座
・
教
室

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ●
３
歳
児
健
診

　

対
象
月
齢
の
見
直
し
に
よ

り
、
６
月
か
ら
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

エ
ク
セ
ル
２
０
１
３

初
級
コ
ー
ス

日
時　

５
月
21
日
㈫
～
24
日
㈮

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不

要　

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人

が
対
象

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
自

由
に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
う

日
で
す
。パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・

修
理
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
時　

５
月
16
日
㈭
・
20
日
㈪

10
時
～
12
時

受
講
料　

５
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
の
持
込
可

▽
申
込
不
要　

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
当
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　

12
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
講
料　

各
講
座
一
人

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別

途
）

申
問

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
座

●
乳
幼
児
期
か
ら
は
じ
め
る
木

育
の
ス
ス
メ

　

木
育
っ
て
何
？
幼
児
期
か
ら

木
に
触
れ
心
身
の
成
長
に
必
要

な
こ
と
を
木
の
お
も
ち
ゃ
を
交

え
て
お
伝
え
し
ま
す
。
幼
児
期

に
た
く
さ
ん
五
感
を
刺
激
し
心

豊
か
に
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ

う
。
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
お
話
で
す
。

日
時
・
場
所　

５
月
14
日
㈫
10

時
30
分
～
12
時
、
健

そ
の
他　

要
予
約
（
希
望
多
数

の
場
合
、
お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。
託
児
あ
り
。

●
乳
幼
児
安
全
法
そ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

　

乳
幼
児
期
に
家
庭
内
で
起
こ

り
や
す
い
事
故
の
予
防
と
応
急

手
当
て
の
仕
方
、
子
ど
も
の
病

気
の
特
徴
や
看
病
の
仕
方
な
ど

を
日
本
赤
十
字
社
指
導
員
か
ら

学
び
ま
す
。

日
時
・
場
所　

５
月
30
日
㈭
10

時
30
分
～
12
時
、
健

そ
の
他　

要
予
約
（
希
望
多
数

の
場
合
、
お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。
託
児
あ
り
。

申
問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-
３
２
２
２

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時　

５
月
28
日
㈫　

▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
７
～
８
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）　

場
所　

健

申
込
期
限　

５
月
24
日
㈮

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

は
つ
ら
つ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
♪

日
時　

５
月
19
日
㈰
９
時
30
分

～
11
時
30
分
、

場
所　

健

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
６
カ
月

以
降
の
妊
婦
と
そ
の
夫

内
容　

助
産
師
の
お
話
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど

　

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル

申
込
期
限　

５
月
17
日
㈮

申
問

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２
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職
業
訓
練
受
講
生
募
集

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

（
安
来
）
①

　

再
就
職
に
向
け
た
パ
ソ
コ

ン
・
簿
記
の
基
礎
知
識
・
技
能

を
学
び
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

受
講
期
間　

５
月
28
日
㈫
～
８

月
27
日
㈫
（
原
則
土
・
日
・
祝
・

お
盆
は
休
み
）�

９
時
30
分
～
16

時
10
分

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
・
受
講
推
薦
ま
た
は

支
援
指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
・
資
格
取
得
費
用
等
は
個
人

負
担
）

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
等

が
支
給　

▽
訓
練
受
講
給
付
金

も
対
応

募
集
締
切　

５
月
８
日
㈬

申
問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
す
ぎ

　

℡
22
‐
２
５
４
５

求
職
者
対
象

７
月
期
受
講
生
の
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で

は
求
職
者
を
対
象
に
地
域
企
業

の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
専
門

的
技
能
・
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

募
集　

▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科　

▽
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間　

７
月
２
日
㈫
～
12

月
24
日
㈫

場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
締
切　

６
月
６
日
㈭

●
説
明
会
・
見
学
会

期
日　

４
月
26
日
㈮
・
５
月
10

日
㈮
・
24
日
㈮

申
問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-
60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

相
談
内
容　

不
動
産
の
売
買
、

名
義
変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、

ロ
ー
ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会

社
の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成

年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど

相
談
日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日

12
時
～
15
時

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時

～
15
時

【
面
接
相
談
】

日
時
・
場
所　

５
月
11
日
㈯
13

時
～
17
時
、
朝
日
公
民
館
（
松

江
市
東
朝
日
町
）

　
※
予
約
優
先
で
す
（
予
約
は

月
・
火
・
木
曜
日
の
12
時
～
15

時
）

申
問

司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

心
の
健
康
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　

５
月
９
日
㈭
・

14
日
㈫
・
23
日
㈭
・
27
日
㈪
13

時
30
分
～
15
時
30
分
、
松
江
保

健
所（
23
日
㈭
は
安
来
中
央
交
）

そ
の
他　

前
日
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
（
23
日
㈭
は
21
日
㈫

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
）

申
問

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

相
　
談

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

行
政
相
談

▽
９
時
～
12
時

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
30
分
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江

　

℡
０
１
２
０-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

｢

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン｣

▽
10
時
～
12
時　

▽
定
住
推
進

課
℡
23-

３
１
７
９

問消防本部予防課
　℡２３- ３４２６

地震体験の希望者を募集します
　島根県が所有する地震体験車を７月に借り受
けます。
　自治会、学校、事業所等で地震体験の希望が
ありましたら市ホームページをご覧いただき、
消防本部予防課まで連絡をお願いします。
日時
　７月３日㈬～ 31 日㈬
　・消防署敷地内での体験
　　9 時～ 12 時まで /13 時～ 17 時まで
　・消防署敷地外での体験
　　9 時 30 分～ 11 時 30 分まで
　　13 時 30 分～ 16 時 30 分まで



庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

27 2019 月号5

イ
ベ
ン
ト

第
13
回
凧
あ
げ
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

日
時　

４
月
28
日
㈰
９
時
30
分

～
12
時
30
分
（
受
付
９
時
～
）

　

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

場
所　

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
西

側
（
島
田
干
拓
地
内
）

持
ち
物　

凧
（
希
望
者
に
１
枚

３
０
０
円
で
販
売
。先
着
50
枚
）

申
込
先　

さ
く
ら
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
℡
23-

１
９
２
３
）

※
当
日
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
参
加
無
料　

▽

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
。

申
問

安
来
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
・
山
根

　

℡
０
９
０-

４
５
７
４-

５
３
６
２

�

美
保
基
地
航
空
祭

日
時　

６
月
２
日
㈰
９
時
～
15

時場
所　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

内
（
境
港
市
小
篠
津
町
）

主
な
内
容
（
予
定
）　

▽
航
空

機
地
上
展
示
（
Ｃ
ー
２
、
Ｔ
ー

４
０
０
、
Ｃ
Ｈ
ー
47
Ｊ
な
ど
）

▽
航
空
機
展
示
飛
行　

▽
主
要

第 1 回　6 月 1 日㈯
　講演　『出雲国の喫茶習慣について』
　　　　～史料から読み解く一視点～
　講師　松江市歴史まちづくり部次長　稲田信氏
第 2 回　7 月 6 日㈯《図書館歴史講座通算 50 回記念講演》
　講演　『巨石ハンターが巡る世界の聖なる石』
　　　　～世界と日本�そして安来周辺を訪ねて～�
　　　　※記念写真展同時開催
　講師　巨石写真家・石の語り部　須田郡司氏　
第 3 回　8 月 3 日㈯
　講演　『江戸の松江藩』
　　　　～松江・広瀬・母里藩の江戸藩邸を中心に～
　講師　松江歴史館学芸員　西島太郎氏
第 4 回　9 月 7 日㈯
　講演　『U ターン記者の広瀬歴史探訪記』
　　　　～広瀬絣をめぐる意外な人間ドラマ～
　講師　元デイリースポーツ記者
　　　　「洞光四季」編集責任者　小笹誠治氏
第 5 回　10 月 5 日㈯
　講演　『庭づくりと出雲流庭園の謎』
　　　　～安来周辺の庭を歩いて思うこと～
　講師　日本造園修景協会島根県支部長・技術士　林秀樹氏
第 6 回　11 月 9 日㈯
　講演　『雲州母里藩柴田家文書の研究』
　　　　～柴田御三家古文書調査報告～
　講師　アーカイブス・郷土史研究家　樋野俊晴氏

令和元年度

図書館歴史講座「安来探訪」
開  催  月　６月～ 11 月（毎月１回）
開催日時　毎月第一㈯　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　　　　※ 11 月のみは第二㈯に開催します
会　　場　和鋼博物館映像ホール（安来市立図書館隣）
受講申込　自由参加制としますが、継続的なご出席をお
　　　　　願いします（無料）

装
備
品
展
示
ほ
か

注
意
事
項　

▽
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
車
で
お
越
し
の
際
は
、
江
島

大
橋
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
う
回
を
お
願
い

し
ま
す　

▽
入
場
に
際
し
て
手

荷
物
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す　

▽
基
地
正
門
前
道
路
（
正

門
～
内
浜
産
業
道
路
の
間
）
は

交
通
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す

問

美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

　

℡
０
８
５
９-

45-

０
２
１
１

第
８
回
比
婆
山
神
話

 

フ
ェ
ス
タ 

イ
ザ
ナ
ミ
祭

　

国
生
み
の
神
イ
ザ
ナ
ミ
が
眠

る
と
さ
れ
る
比
婆
山
で
開
催
。

日
時　

５
月
５
日
㈰
９
時
30
分

～
15
時

内
容　

▽
比
婆
山
グ
ル
メ
屋
台

村
（
９
時
30
分
～
）　

▽
オ
ー

プ
ニ
ン
グ　

伯
太
太
鼓
（
10
時

～
）　

▽
豚
汁
の
無
料
提
供（
限

定
２
０
０
食
）
▽
福
分
け
大
福

引
大
会
（
13
時
30
分
～
）

●
比
婆
山
神
話
登
山
ウ
オ
ー
ク���������

　
（
11
時
～
）

コ
ー
ス　

清
水
掻
コ
ー
ス
（
約

４
㌔
）

定
員　

約
２
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　

一
人
３
０
０
円

参
加
申
込　

当
日
９
時
30
分
～

10
時
30
分
ま
で
に
会
場
内
の
横

屋
公
民
館
で
受
け
付
け

駐
車
場　

消
防
井
尻
分
団
格
納

庫
周
辺

　

※
当
日
は
、
会
場
と
駐
車
場
を

往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す

問

比
婆
山
神
話
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
・
石
原

　

℡
０
９
０-

２
２
９
７-

４
５
９
９

問安来市立図書館　℡２２- ２５７４



政
策
秘
書
課
編
集

▼
ひ
な
め
ぐ
り
で
は
各
地
で
お
茶

席
が
用
意
さ
れ
、
ひ
な
飾
り
を
前

に
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
華
や
か
な
飾
り

に
囲
ま
れ
て
や
ん
ご
と
な
き
雰
囲

気
の
中
で
の
味
わ
い
。
ま
さ
に
花

の
宴
の
よ
う
。
１
３
０
０
年
前
の

歌
人
は
こ
の
よ
う
な
空
間
の
中
で

「
時
、
初
春
の
令
月
に
し
て
氣
淑
く

風
和
ぎ
・
・
・
」
と
歌
を
詠
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か
（
旬
）

▼
10
連
休
は
編
集
側
に
と
っ
て
悩

み
の
種
。
今
回
、
お
届
け
す
る
の

は
５
月
号
で
す
が
、
既
に
並
行
し

て
６
月
号
を
作
り
は
じ
め
て
い
ま

す
。
２
つ
の
号
が
重
な
り
、
今
は

何
月
の
こ
と
を
書
け
ば
よ
い
の
か

混
乱
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
連
休

中
に
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が
。
休

み
明
け
が
ち
ょ
っ
と
怖
い
で
す

が
、
元
気
な
ま
ち
の
様
子
を
伝
え

る
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
（
の
）

施設などの名称

月 4 5
日 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
電話番号 10 連休期間

市役所 23-3000 － － － － － － － － － －
市立病院 23-2121 － － － ○ － ○ － － － －
日曜日・祝日に診療を行う医療機関 （当番制） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市立図書館 22-2574 ○ ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ ○
はくた文化学習館図書室 37-0050 ○ ○ － － － ○ － － － －
ひろせ図書室 32-4455 ○ ○ － － － － － － － －
和鋼博物館、金屋子神話民俗館 23-2500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市立歴史資料館 32-2767 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市加納美術館 36-0880 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
清瀬クリーンセンター 27-0727 － － ○ ○ － ○ ○ － － ○
高尾クリーンセンター 27-0053 ○ ○ － － － － － － － －
広瀬一般廃棄物最終処分場 32-2875 ○ ○ － － － － － － － －
伯太一般廃棄物最終処分場 37-0026 － ○ － － － － － － － －
対仙浄園汚泥再生処理センター（し尿汲み取り） 22-2287 － － － － － － － － － －
やすぎ懐古館一風亭 23-0007 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光交流プラザ 23-7667 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光交流プラザ（行政サービスコーナー） 23-7667 － － － － － － － － － －
安来節演芸館 28-9500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夢ランドしらさぎ 28-6300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
富田山荘、広瀬温泉憩いの家 32-2271 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
湯田山荘 34-0240 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上の台緑の村 38-0022 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
広瀬絣センター 32-2575 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道の駅あらエッサ 23-2510 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市学習訓練センター 23-1750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来駅前自転車駐車場 22-3531 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
荒島駅前自転車駐車場 28-8440 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市総合文化ホール　アルテピア 21-0101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市民プール 22-0848 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来運動公園 22-5911 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
広瀬中央公園 32-2678 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安来市民体育館 23-1923 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
伯太体育館 37-1262 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

イエローバス 32-2260 4 月 30 日 ㈫、 ５ 月 1 日 ㈬、5 月 2 日 ㈭ は、
平日ダイヤで運行します。

皇位継承に伴う 10連休の
休業日についてお知らせします

※開庁（営業）は『○』、閉庁（休業）は『－』
※下記以外の施設は、通常の土日祝日対応です。

●資源保護のため、この広報紙は再生紙を使用しています。
●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等につきましては、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H31.3.31現在

（男:18,582人　女:20,163人）
3 8 , 7 4 5 人

1 4 , 3 4 2 世 帯

令
和

元
年

5月
号




